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１．水防災意識社会とは



水防災意識社会の再構築とは

施設の能力が低く、水害は日常的に起こるものと認識されており、その頃は
水害を「我がこと」として捉え、これに自ら対処しようとする意識が社会全
体に根付いていた。

水害の発生頻度が減少したことに伴い、社会の意識は「水害は施設整備に
よって発生を防止するもの」へ変化していった。

■近代的河川改修が実施される以前

■近代的河川改修が進んだ明治以降

水防災意識

「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、
社会全体で洪水氾濫に備えることが必要

水防災意識社会の再構築

＜例＞・水屋（水害時の避難場所として高い場所に作った建物）
・上げ舟（水害に備えて軒下に備え付けられた小舟） など

水防災意識の変化

鬼怒川の水害など、施設の能力を上回る洪水が発生
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【国土交通省資料より抜粋】 3
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水防災意識社会再構築ビジョンの拡大

【国土交通省資料より抜粋】 8
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２．胆振管内河川の概要



水防災意識社会再構築に向けた推進体制
胆振総合振興局管内

2級水系

胆振総合振興局河川減災対策協議会

1級鵡川水系

鵡川・沙流川減災対策協議会

（組織）
■胆振総合振興局
■室蘭開発建設部
■室蘭地方気象台
■北海道警察本部
■関係警察署
■関係市町村
■関係消防本部

河川管理者、北海道、市町村
及び関係機関が一体となって
減災に向けた取組を行う
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＜5市6町＞

＜1町＞

【背景図：国土数値情報を基に作成】



胆振総合振興局管内の河川
項 目 概 要
面積 3,698km2

人口 約42万人
１級河川 11河川（鵡川水系）
２級河川 52河川（29水系※）

11※尻別川のみ1級水系【背景図：国土数値情報を基に作成】



河川減災対策協議会の対象河川について
胆振総合振興局管内の２級水系
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水系名 流域の市町村※1
入鹿別川 厚真町・むかわ町
厚真川 厚真町
安平川 安平町・苫小牧市・千歳市
幌内川

苫小牧市苫小牧川
錦多峰川
尻別川※2

伊達市気仙川
シャミチセ川
気門別川
長流川 伊達市・壮瞥町・洞爺湖町
板谷川 洞爺湖町
貫気別川 豊浦町・洞爺湖町
ベンベ川

豊浦町小鉾岸川
礼文華川

水系名 流域の市町村※1
別々川

白老町
社台川
白老川
フシコベツ川
敷生川
ポンアヨロ川 白老町・登別市
登別川

登別市岡志別川
胆振幌別川
富岸川
鷲別川 登別市・室蘭市
知利別川 室蘭市
チマイベツ川 室蘭市・伊達市

計29水系

※1 支川を含む
※2 尻別川のみ1級水系



近年の洪水被災状況
・胆振管内二級河川における近年の主な洪水被害の状況
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ウヨロ川（白老川水系）＜H26.9＞ 敷生川＜H26.9＞

外水氾濫 出水状況

内水氾濫

入鹿別川＜H28.8＞



３．河川減災対策協議会設立の趣旨について
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胆振総合振興局河川減災対策協議会設立趣旨（案）

平成27年9月関東・東北豪雨では、流下能力を上回る洪水により鬼怒川の
堤防が決壊し、氾濫流による家屋の倒壊・流失や広範囲かつ長期間の浸水
が発生しました。また、これらに住民の避難の遅れも加わり、近年の水害
では例を見ないほどの多数の孤立者が発生する事態となりました。今後、
気候変動の影響により、このような施設の能力を上回る洪水の発生頻度が
高まることが懸念されています。
国土交通省では、平成27年12月10日に社会資本整備審議会会長から国
土交通大臣に対して『大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方
について～社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築に向けて
～』が答申されたことを踏まえ、施設では守り切れない大洪水は必ず発生
するとの考えに立ち、社会全体で洪水に備える「水防災意識社会 再構築
ビジョン」を取りまとめました。
これを受け、北海道開発局では、北海道内の直轄河川については、平成28
年6月までにそれぞれの地域において、沿川自治体等との協働で減災協議
会を設立し、減災に向けたハード・ソフト対策を一体的、総合的、計画的
に進めるための目標や取組方針を決定されているところです。
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胆振総合振興局河川減災対策協議会設立趣旨（案）

そのような中、北海道では、平成28年8月以降に相次いで発生した台風に
よる豪雨災害では、道が管理する中小河川においても甚大な被害が発生し
ていることから、北海道管理河川についても国と同様に水防災意識社会の
再構築に向けた取組を進めることといたしました。
胆振総合振興局では、管内の北海道管理二級河川において、減災のための
目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、総合的、計画的に推進
し、社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を再構築することを
目的として、河川管理者、北海道及び市町村等からなる「胆振総合振興局
河川減災対策協議会」を設立し、減災に向けた取組を進めてまいります。

■本協議会において実施する事項
1. 現状の水害リスク情報や取組状況の共有
2. 地域の取組方針の策定
3. フォローアップ

第２回協議会で実施
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４．主な課題
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平成28年8月に北海道・東北地方を襲った
一連の台風について

【国土交通省資料より抜粋】 18



北海道・東北地方の豪雨による被害の特徴

【国土交通省資料より抜粋】 19



近年の降雨の状況について

【国土交通省資料より抜粋】 20



５．現在の取り組み状況
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河川名 市町村名 施工年度 事業概要
厚真川 厚真町 S49～ 築堤工、掘削工、護岸工、床止工、樋門樋管工
安平川 安平町・苫小牧市

・千歳市
S25～ 築堤工、掘削工、護岸工、床止工、樋門樋管工、排水工

知利別川 室蘭市 H3～ 掘削工、護岸工、落差工
気門別川 伊達市 H5～ 築堤工、掘削工、護岸工
チマイベツ川 室蘭市・伊達市 S62～ 築堤工、掘削工、護岸工、樋管工、排水工
ブウベツ川
(白老川水系)

白老町 H1～ 築堤工、掘削工、護岸工、落差工、樋門工

入鹿別川 厚真町・むかわ町 H25～ 築堤工、掘削工、護岸工、排水工

・水害から人命や財産を守るための河川整備
流下能力が不足している河道に対し、流下断面を確保するための河道掘削や
堤防整備を実施。
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主な河川改修事業の実績

厚真川 安平川 ブウベツ川



主な河川工事の施行箇所と内容
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安平川
・広域河川改修事業2級

知利別川
・広域河川改修事業2級

気門別川
・広域河川改修事業2級

・平成29年度の河川事業実施箇所

勇払川（安平川水系）
・特定構造物改築事業2級

チマイベツ川
・総合流域防災事業広域系2級

ブウベツ川（白老川水系）
・総合流域防災事業広域系2級

シャミチセ川
・総合流域防災事業
流下阻害2級

厚真川
・広域河川改修事業2級

入鹿別川
・総合流域防災事業流下阻害2級
・応急対策事業2級

【背景図：国土数値情報を基に作成】



水位観測データの公開

水位観測所▲

管内33箇所
（鵡川水系2箇所）

・河川水位等の情報を「川の防災情報」ホームページを通じて公表
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水位観測データの表示例

【背景図：国土数値情報を基に作成】



胆振総合振興局

胆振総合振興局（維持管理防災課）

水防警報発表様式

水位周知河川における水位情報提供
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・水位周知河川において、避難勧告等発令の目安となる水防警報の発表等
を実施。

水位周知河川＜厚真川、安平川(勇払川)、苫小牧川、気門別川、長流川、白老川、胆振幌別川(来馬川)、知利別川＞



水位周知河川における水位情報提供
・水位周知河川において、避難勧告等発令の目安となる水防警報の発表等
を実施。

水位周知河川＜厚真川、安平川(勇払川)、苫小牧川、気門別川、長流川、白老川、胆振幌別川(来馬川)、知利別川＞
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【国土交通省資料より抜粋】



浸水想定区域図の作成及び周知
・浸水想定区域図を公表し、各流域の市町村長へ通知している。

市町村の洪水ハザードマップへの活用例（室蘭市） 27

水位周知河川で作成済＜厚真川、安平川(勇払川)、苫小牧川、気門別川、長流川、白老川、胆振幌別川(来馬川)、知利別川＞

平成27年5月水防法改正に伴い、最大規模の
洪水に対する浸水想定区域図見直しを予定

浸水想定区域図の作成例（知利別川） 室蘭市HPより



重要水防箇所の公開
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【２級水系】
16水系35河川44箇所 延長93.56km

水系名
区間
延長

(km)※1
流域の市町村

入鹿別川 - 厚真町・むかわ町
厚真川 21.89 厚真町

安平川 15.34 安平町・苫小牧市・千
歳市

幌内川 -
苫小牧市苫小牧川 6.78

錦多峰川 2.46
尻別川※2 -

伊達市気仙川 -
シャミチセ川 4.61
気門別川 4.75

長流川 0.91 伊達市・壮瞥町・洞爺
湖町

板谷川 - 洞爺湖町
貫気別川 - 豊浦町・洞爺湖町
ベンベ川 -

豊浦町小鉾岸川 2.82
礼文華川 4.36

水系名
区間
延長

(km)※1
流域の市町村

別々川 -

白老町
社台川 -
白老川 8.3
フシコベツ川 -
敷生川 0.93
ポンアヨロ川 - 白老町・登別市
登別川 -

登別市
岡志別川 0.21
胆振幌別川 9.64
富岸川 3.06
鷲別川 7.32 登別市・室蘭市
知利別川 0.18 室蘭市
チマイベツ川 - 室蘭市・伊達市

計29水系

※1 支川を含む
※2 尻別川のみ1級水系



洪水に備えた事前準備
・河川維持管理計画に基づく河川巡視

・水防資材の備蓄

出水期前の定期点検のほか、異常時点検として、出水中及び出水後に河川巡視
を実施。

室蘭建設管理部管内の資材ヤードに根固ブロック、土のう等の水防資材を保管。

29
水防資材の備蓄状況（苫小牧出張所根固めブロック



６．減災のための目標
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減災のための目標（案）

5年間で達成すべき目標
関係機関との連携を強化し、２級河川で発生しうる大規模水害に対して、
「迅速・確実な避難のための防災意識向上」・「社会経済被害の最小化」

を目指す。

平成28年8月の台風による教訓

河川沿いの低平地の
大部分が浸水

交通や第一次産業への
深刻な影響が発生

要配慮者利用施設で
逃げ遅れ被害が発生
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７．今後の進め方
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胆振総合振興局河川減災対策協議会
開催スケジュール

平成29年6月29日
第１回 胆振総合振興局河川減災対策協議会

・協議会の設置・運営内容について

平成30年3月頃
第２回 胆振総合振興局河川減災対策協議会

・現状の水害リスク情報や取り組み状況の共有
・「地域の取組方針」(H29～H33の5箇年計画）をとりまとめ、

平成30年4～5月頃
第３回 胆振総合振興局河川減災対策協議会

幹事の方々に個別に聞き取り等を実施し、
今後の具体的な取組項目等についてとりまとめる

引き続き検討を進め、取組方針の見直しの検討をする

・取組状況の報告
・今後の取組のフォローアップ

33
以後、毎年度協議会を開催


